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《注意事項》 

※内部のピストンロッドが出ているとラチェットリンクが引っ掛かり外せない場合があります。 

  外せない場合は全て繋いだ状態で電動ポンプの電源を入れるとピストンロッドが戻り外せるようになります。 

※外したカプラーキャップやコネクターピンが紛失しないようご注意ください。 

 

1  作業手順 【締付作業】 

 

コネクターピンを引き抜くと 

ラチェットリンクを取り外す事ができます。 

サイズの異なるラチェットリンクを取り付け 

コネクターピンを差し込み固定します。 

● 油圧レンチ及びラチェットリンク、油圧ホースを接続してください。 

● ラチェットリンクの交換方法 
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● 締付時の反力の取り方 

● 緩め時の反力の取り方 

反力の向き 

ナットの回転方向 

ナットの回転方向 

反力の向き 

● 反力を受ける部分 
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例：800N・mで締めたい場合。 

換算表の中で最も近い数値が 

圧力：24Mpa  トルク：798Ｎ・mです。 

よって設定圧力は 24Mpa となります。 

※本体型式により換算表はそれぞれ異なるので注意！ 

                        

    

 

 

 

 

 

 

本体型式 

● トルク換算表及び試験成績書より設定圧力を確認してください。 
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※ロックナットの位置・形状は機種により異なります。 

 

 

 

 

 

   

 

  Ｍ１００    ＤＹＮＡＭＩＣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《注意事項》 

※圧力設定は必ず無負荷状態で行ってください。 

※ポンプの機種により設定方法は多少異なります。 

※機種によりリモコンスイッチの仕様も異なる場合があります。 

※圧力を下げる場合は必ず電源を切り 圧力調整バルブを反時計回りに回してください。 

 

電源ボタン 

油圧ポンプのモーターON・OFF 

（ＤＹＮＡＭＩＣの場合は緑モーターON、赤モーターOFF） 

動作ボタン 

油圧レンチの作動・停止 

（ＤＹＮＡＭＩＣの場合は緑ボタン） 

《設定方法》 

・圧力調整バルブのロックナットを緩めます。 

・リモコンスイッチの電源ボタンを押しポンプのモーターON。 

・動作ボタンを押し続けながら圧力調整バルブを時計回りに回すと 

 圧力ゲージの圧が上昇するので設定圧力になるように調節します。 

・圧力ゲージを設定圧力に調節出来たらロックナットを締めます。 

・その後 動作ボタンを 2～3回押し圧力ゲージの針が停滞する事無く 

設定圧力に到達するか、設定圧力以上の圧がかからないかを確認。 

・問題がなければ設定完了。 

リモコンスイッチ 

圧力調整バルブ 

ロックナット 

ポンプＭ100の場合 
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      Ｍ１００   ＤＹＮＡＭＩＣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源ボタンを押してポンプの 

モーターを起動させます。 

（ＤＹＮＡＭＩＣは緑ボタンを押す） 
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    Ｍ１００     ＤＹＮＡＭＩＣ 

 

                                  Ｍ１００    ＤＹＮＡＭＩＣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

● 操作①②をヘックスラチェットの回転が止まるまで繰り返してください。 

 

 

ソケットの回転が止まります。 

動作ボタンを押し続けます。 

ＤＹＮＡＭＩＣの場合は緑ボタンを押し続けます。 

動作ボタンを離します。 

 
ヘックスラチェットの回転が止まります。 
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ヘックスラチェットの回転スピードが遅くなり、それにともない圧力が上昇します。 
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         Ｍ１００                          ＤＹＮＡＮＩＣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源ボタンを押しポンプのモーターを 

停止させます。 
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《注意事項》 

※緩め作業は、場合により締め作業の２倍近くのトルクが必要になる場合があります。 

 実際にナットが緩まない場合は、油圧トルクレンチの現状のサイズより大きいサイズに変更してください。 

 無理に作業を続けますと、故障、トラブルの原因になります。 

 

※締め作業手順に従って作業を実施してください。 

 

 

 

2  作業手順 【緩め作業】 
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3  ギヤロックの解除方法 

 

動作ボタンを押し続け圧を掛けた状態に 

してください。 

 

圧を掛けた状態でラチェットリンクの 

レバーを押し込んでください。 

 

 

 

レバーが押し込まれた状態で 

コントローラーの動作ボタンを離すと 

ギヤロックが解除されます。 

 

 

 

レバー DYNANIC M100 

● 締付作業中に内部ギヤがロックし反力が外れなくなる事があります。 

内部ギヤがロックした場合は下記の手順で解除する事ができます。 
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※不具合が改善されない場合はご連絡ください。 

 

 

 

 

 

シリンダーは作動 

するがスピードが 

遅い。 

作業環境や 

長時間の連続運転に 

よりオイルの温度上昇

が考えられます。 

適正油温：55℃以下 

休ませながら使用 

するか、水トレーを 

用意しオイルタンクを 

冷却しながらご使用 

ください。 タンク半分程度の水 

札  幌 ℡ 011-818-7065 

モーターの動作が 

弱々しい。 

油圧ポンプの 

供給電圧の不足が 

考えられます。 

 

ポンプの規定電圧が 

得られるように 

電源電圧・延長コード 

の長さ等を確認して 

ください。 

 

レバー 規定トルクで締めた 

がレンチが取れなく 

なった。 

センターホールタイプ 

：ＬＯＷ 

 

 

レンチ内部の逆転止め 

爪が引っ掛かっている。 

再度圧力をかけ高圧が 

かかった状態で 

ラチェットリンク前 

のレバーを押しレバー 

が下がったらスイッチを 

離し低圧に切り替える。 

 

圧力計は動いている 

が、レンチが全然 

動かない。 

 

カプラが確実に接続 

されていない為 

オイルが循環してい

ない。 

 

 

 

カプラの接続部を 

確認してください。 

 

 

 

カプラが閉まりきら

ずカプラの間に隙間 

が空きレンチが正常 

に動作しない。 

 

 

どこかに内圧が 

かかっている。 

カプラ中央のボールを 

指で押してボールが 

動かないところに内圧

がかかっています。 

 

 

内圧がかかっている 

カプラを緩めて下さい。 

オイルが出たらボール 

が指で動くのを確認し 

カプラを締め直してくだ

さい。 

 

トラブル内容 トラブル要因 

 

トラブル対処 

 

確認箇所 

 


